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港
新
聞
８
面

０
５
１
５
０
８

井

尚

藤

井

�
�

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

﹇
天
保
山
﹈

シ
ア
タ

ー

シ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
３

よ
み
が
え
る
巨
大
海
竜

今
か
ら
八
千
二
百
万
年
前
の
白は

く

亜あ

紀き

後
期
、
地
上
で
は
恐
竜
た

ち
の
時
代
が
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
た
頃
、
海
で
は
海
竜
た
ち
が

全
盛
の
時
を
迎
え
て
い
た
。
海

の

レ
ッ
ク
ス

の
異
名
を
持

つ
体
長
十
二

も
の
海
竜
や
、

二

近
く
も
あ
る
巨
大
な
魚
を

丸
呑の

み
す
る
怪
魚
な
ど
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ

た
海
竜
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
そ
の
驚
く
べ
き
姿
と
生
態

に
迫
る
。
最
新
の
映
像
技
術
で

再
現
さ
れ
た
リ
ア
ル
な
海
竜
た

ち
の
世
界
を
、
高
さ
二
十

×

幅
二
十
八

の
巨
大
ス
ク
リ
ー

ン
で
。八
月
三
十
一
日
ま
で
ハ

ッ
ブ
ル
３

ハ
ッ
ブ
ル
宇
宙

望
遠
鏡

と
交
互
上
映
中
。

月
曜
休
館（
但
し
七
月
十
九
日
、

八
月
の
全
月
曜
日
は
開
館
）
。

当
日
一
般
千
円
。
上
映
時
間
な

ど
詳
細
は
同
館
（
地
下
鉄
大
阪

港
駅
徒
歩
約
五
分
、

六
五
七

七

〇
〇
〇
一
）
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
・
企
画
展

へ
よ
う
こ
そ

鉄
道
模

型
の
世
界

奥
深
い
鉄
道
模

型
の
世
界
を
様
々
な
角
度
か
ら

２
０
０
７

．

楽
し
め
る
。

歴
史

外
国
か

ら
初
め
て
も
た
ら
さ
れ
た
江
戸

末
期
か
ら
趣
味
と
し
て
広
く
普

及
す
る
戦
後
ま
で
を
辿た

ど

る

種

類

ゲ
ー
ジ
等
の
一
般
的
な

も
の
か
ら
線
路
幅
三

の

ゲ
ー
ジ
等
の
聞
き
慣
れ
な
い
も

の
ま
で
様
々
な
線
路
幅
や
特
徴

を
紹
介

趣
味

ジ
オ
ラ
マ
製

作
の
工
程
や
塗
装
前
・
後
の
組

み
立
て
キ
ッ
ト
等
を
一
堂
に

走
ら
せ
よ
う

・

ゲ
ー
ジ

模
型
を
用
い
た
大
型
レ
イ
ア
ウ

ト

写
真

の
中
を
機
関
車
や

新
幹
線
が
疾
走
。
運
転
で
き
る

模
型
も
。
五
月
三
十
日
ま
で
開

催
中
。
十

十
七
時
入
館
、
月

曜
休
館
（
祝
日
な
ら
開
館
し
翌

火
曜
休
、
火
曜
も
祝
日
な
ら
振

替
休
な
し
）
。
高
校
生
以
上
四

百
円
、
四
歳

中
学
生
百
円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五

八
一

五
七
七
一
。

●
港
図
書
館
の
催
し

図
書

展
示

地
球
の
生
き
物
た
ち

展

国
際
生
物
多
様
年

に

因ち
な

ん
で
地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な

生
命
の
生
き
様
や
不
思
議
に
迫

る
本
を
紹
介
。
五
月
三
十
日
ま

で
開
催
中

図
書
展
示

こ
ど

も
の
ほ
ん
だ
な

展

お
薦す

す

め

の
子
供
向
け
新
刊
を
紹
介
。

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
・
第
２
２
１
回
定
期
演

奏
会

二
十
世
紀
ハ
ン
ガ
リ
ー

と
日
本
の
民
族
の
響
き
を
大
友

直な
お

人と

写
真
右

の
指
揮
で
。

演
奏
曲
は

芥
川
也や

寸す

志し

交

響
管
弦
楽
の
た
め
の
音
楽

伊い
ふ

福く

部べ

昭

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協

奏
曲
第
２
番

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
は
関
西
フ
ィ
ル
の
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
岩い

わ

谷た
に

祐す
け

之ゆ
き

写
真

左
）

バ
ル
ト
ー
ク

管
弦
楽

の
た
め
の
協
奏
曲

．
１
１

６

。
六
月
十
一
日
（
金
）
十

九
時
か
ら
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
（

福
島
）
で
。
十

八
時
四
十
分
か
ら
指
揮
者
プ
レ

ト
ー
ク
。

五
千
円
、

四
千

円
、

三
千
円
、
学
生
千
円
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

オ
ー
ク
弁
天
寄
席

関
西

を
中
心
に
活
躍
す
る
中
堅
・
若

手
の
芸
人
に
よ
る
定
例
地
域
寄

席
。
落
語
、
講
談
、
漫
才
な
ど

毎
回
多
彩
な
出
し
物
で
人
気
。

出
演
は
笑
福
亭
学が

っ

光こ
う

、
旭
堂
南な

ん

鱗り
ん

ほ
か
。
五
月
二
十
六
日
（
水
）

十
九
時

二
十
時
半
。
無
料
。

当
日
先
着
百
二
十
名
。

六
五

七
七

一
四
三
〇
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ
実
験
劇
場
８

人
形
と
織
り
な
す
ブ
レ
ヒ
ト

の
世
界

フ
ァ
シ
ズ
ム
に
抗

し
た
ド
イ
ツ
の
劇
作
家
・
詩
人

ブ
レ
ヒ
ト
（
一
八
九
八

一
九

五
六
）
が
現
代
に
問
い
か
け
る

も
の
を
代
表
作
三
文
オ
ペ
ラ

な
ど
の
劇
中
歌
に
探
る
。
市
岡

在
住
の
社
会
派
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌

手
・
松
浦
由
美
子
さ
ん

写
真

が
企
画
・
脚
本
。
人
形
劇
団

ク
ラ
ル
テ
団
員
が
人
形
の
操
作

・
美
術
。
六
月
十
九
日
（
土
）

十
八
時
半
か
ら
兵
庫
県
立
芸
術

文
化
ホ
ー
ル
（
阪
急
西
宮
北
口

か
ら
南
へ
歩
二
分
）
で
。
一
般

三
千
円
、
学
生
千
円
。

六
七

六
七

〇
〇
一
二
ガ
ッ
ト
ネ
ロ
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー
・
懐
か
し

の
名
画
大
会

誰た

が
為
に
鐘
は

鳴
る

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の

小
説
の
映
画
化
。
一
九
三
七
年

の
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
舞
台
に
、

人
民
戦
線
派
と
右
翼
軍
の
熾し

烈れ
つ

な
戦
い
、
そ
の
中
で
の
熱
く
悲

し
い
恋
を
描
く
。
出
演
は
ゲ
ー

リ
ー
・
ク
ー
パ
ー
、
イ
ン
グ
リ

ッ
ト
・
バ
ー
グ
マ
ン
他
。
一
九

四
三
年
米
。
六
月
十
一
日
（
金
）

十
四
時

。
会
費
百
円
。
同
セ

ン
タ
ー
は
八
幡
屋
一

四

二

〇（
入
舟
公
園
隣
）。問
合
せ
は

主
催
の
港
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

会

六
五
七
二

〇
〇
二
〇
へ
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
た
な
か

小こ

浜は
ま

恵
子
展

ガ
ラ
ス
作
品
。

五
月
二
十

三
十
日
（
二
十
六

日
休
）

坂
井
ユ
ウ
ジ
ロ
ー
展

絵
画
。六
月
三

十
三
日（
九

日
休
）

入
場
無
料
。
港
区
役

所
向
か
い
。十
一

十
九
時（
最

終
日
十
七
時
）
。

六
五
七
二

五
九
八
七
。

●
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

建
物
の
あ
る
風
景

五
月

十
七

二
十
五
日
（
二
十
二
日

臨
休
）

枇び

杷わ

と
初
夏
の
花
と

果
物

六
月
三

八
日
。
開
館

は
十
一

十
八
時
（
火
曜
十
六

時
ま
で
）
、
水
曜
定
休
。
入
場

無
料
。弁
天
四

一
一

四（
ピ

ア
ッ
ク
西
五
十

裏
通
）

六

五
九
九

七
九
七
七
。

●
愛
猫
を
捜
し
て
い
ま
す

四

月
十
五
日
夕
凪
交
差
点
で
不
明

に
。オ
ス
。白
と
茶
。
首
輪
に
鈴

三

四
個
。
似
て
い
る
だ
け
で

も
お
電
話
下
さ
い
。
お
礼
し
ま

す
。

〇
九

〇

三
八
四

三

〇
二
二

九
吉
田
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
放
課
後
は
学
童
保
育
へ

入

所
児
募
集
。見
学
無
料
体
験

。
家
族
的
雰
囲
気
。

６
５

７
５
・
０
３
３
５
あ
り
ん
こ
。

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
サ
ン
ト
リ
ー

シ
ア

タ
ー
シ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
３

（
上
段
に
案
内
）
招
待
券
を
ペ

ア
５
組
に
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
２
１
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

席
招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

人
形
と
織
り

な
す
ブ
レ
ヒ
ト
の
世
界
（
上
段

に
案
内
）招
待
券
ペ
ア
１
組
に
。

●
ユ
ニ
ッ
ト
・
人
間
や
ろ
か

あ
ん
た
の
顔
は
個
人
情
報
そ

の
も
の
や
ん
か

（
７
面
に
案

内
）
招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

（
前
号
ま
で

昭
和
十
二
年
六

月
に
中
国
中
央
部
へ
派
遣
さ
れ

た
私
は
馬
部
隊
と
し
て
泥
道
を

歩
き
続
け
た
。
日
本
軍
は
連
戦

連
勝
に
沸
い
た
が
泥
沼
の
戦
線

拡
大
だ
っ
た
。
結
婚
間
も
な
い

十
五
年
夏
、
再
召
集
さ
れ
満
州

へ
。
塹ざ

ん

壕ご
う

掘
り
に
明
け
暮
れ
な

が
ら
終
戦
。
シ
ベ
リ
ア
送
り
は

免ま
ぬ

れが

た
が
安ア

ン

東ト
ン

で
逃
亡
生
活
。

二
十
一
年
六
月
、

日
本
の
技

術
者
が
連
れ
去
ら
れ
る

と
の

噂う
わ

にさ

脱
出
を
決
断
し
た

）

忘
れ
も
し
な
い
雨
の
日
。
行

動
を
共
に
し
た
の
は
数
十
人
で

し
た
。
地
べ
た
に
寝
た
り
し
な

が
ら
、
部
落
か
ら
部
落
へ
歩
き

続
け
ま
し
た
。
日
本
軍
人
と
知

れ
る
と
殺
さ
れ
た
り
木
に
吊
る

さ
れ
た
り
す
る
の
で
、
開
拓
民

だ

農
民
だ

と
ご
ま
か
し
ま

し
た
。
そ
う
し
て
一
カ
月
、
奉ホ

ウ

天テ
ン

の
収
容
所
に
辿
り
着
い
た
時

は
本
当
に
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

◆
何
度
も
足
止
め
食
い

収
容
所
の
食
事
は
高コ

ー

粱リ
ャ

をン

炊た

い
た
粗
末
な
も
の
で
し
た
。
こ

こ
で
も
中
国
人
に
捕つ

か

ま
え
ら
れ

る
な
ど
散
々
な
目
に
遭あ

い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
八
月
、
よ
う
や

く
帰
国
の
途
に
つ
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
既
に
終
戦
か
ら

一
年
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

が
、乗
り
込
ん
だ
無む

蓋が
い

車
は
、

途
中
で
略
奪
に
遭
っ
た
り
何
度

も
停と

ま
っ
た
り

。
何
と
か
コ

ロ
島と

う

と
い
う
小こ

島じ
ま

に
到
着
。
沖

に
は
船
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

が
、
コ
レ
ラ
が
流は

行や

っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
で
も
ま

た
足
止
め
を
食
い
ま
し
た
。

よ
う
や
く
乗
れ
た
の
は
ア
メ

リ
カ
の
輸
送
船
で
し
た
。
そ
の

船
がリ

鋲ベ
ッ

をト

使
わ
ず
溶
接
で
造
ら

れ
て
い
る
の
を
見
て
、

こ
ん

な
工
業
力
の
あ
る
国
と
戦
っ
た

ん
か

と
戦
争
の
無
謀
さ
を

改
め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

佐
世
保
港
に
到
着
す
る
と
、

消
毒
用
の

を
頭
か
ら
浴

び
せ
ら
れ
ま
し
た
。
終
戦
か
ら

使
っ
て
い
た
偽
名
を
、
こ
こ
で

や
っ
と
本
名
に
戻
し
ま
し
た
。

◆
妻
は
待
ち
続
け
て
い
た

九
月
十
五
日
、
懐
か
し
い
石

川
県
珠す

洲ず

市
の
我
が
家
に
帰
り

着
き
ま
し
た
。
長
男
は
既
に
小

学
一
年
生
。
生
後
一
年
足
ら
ず

で
出
征
し
た
の
で
、
私
が
誰
か

分
か
ら
な
い
よ
う
で
し
た
。
妻

は
私
の
生
死
も
分
か
ら
な
い
ま

ま
待
ち
続
け
て
く
れ
て
い
た
の

で
し
た
。
兄
弟
で
は
三
番
目
の

兄
が
終
戦
間ま

際ぎ
わ

に
三
十
代
で
召

集
さ
れ
、戦
死
し
て
い
ま
し
た
。

戦
後
、
私
は
十
代
か
ら
培つ

ち

っか

た
旋せ

ん

盤ば
ん

な
ど
の
技
術
を
頼
り
に

家
族
を
養
い
ま
し
た
。
昭
和
二

十
年
代
に
次
男
と
三
男
が
生
ま

れ
、三
十
年
代
に
一
家
で
上
阪
。

独
立
し
て
弁
天
の
現
在
地
に
工

場
を
持
ち
、
自
動
車
の
部
品
製

造
な
ど
を
手
が
け
ま
し
た
。
七

十
歳
で
工
場
は
長
男
に
任
せ
、

そ
の
頃
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

始
め
ま
し
た
。
現
在
、
孫
は
七

人
、
曾ひ

孫ま
ご

も
二
人
い
ま
す
。

◆
個
人
主
義
の
社
会
心
配

振
り
返
る
と
、
や
は
り
軍
隊

時
代
の
辛つ

ら

か
っ
た
こ
と
、
と
り

わ
け
終
戦
直
後
の
過
酷
な
逃
亡

生
活
が
心
に
浮
か
び
ま
す
。

確
か
に
日
本
は
愚
か
な
戦
争

を
し
ま
し
た
。
し
か
し
誰
も
が

国
を
思
い
、
家
族
を
思
っ
て
一

生
懸
命
だ
っ
た
の
も
ま
た
事
実

で
す
。
今
は
余
り
に
も
個
人
主

義
や
自
由
主
義
が
幅
を
利き

か
せ
、

権
利
、
権
利

と
自
分
の
事

ば
か
り
。
政
治
家
も
国
の
た
め

と
い
う
よ
り
自
分
や
政
党
の
た

め
だ
け
に
動
い
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
で
は
日
本
は
滅
び
て

し
ま
う
の
で
は
と
心
配
で
す
。

戦
前
の
日
本
の
い
い
と
こ
ろ
も

生
か
し
な
が
ら
、
も
う
少
し
皆

の
気
持
ち
が
通
い
合
う
、
温
か

な
国
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

（
終
わ
り
）

）（
弁
天
）

）（
弁
天
）

下

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

戦
後
は
技
術

生
か
し
独
立

平
和
が
戻
っ
た
昭
和

年
代
、

千
代
見
町
（
現
弁
天
５
丁
目
）

の
工
場
兼
自
宅
前
で
妻
子
と
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